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全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
総
務
省

な
ど
が
主
催
）
が
７
月
８
日
か
ら
９
日
の
２
日

間
、
長
野
県
木
曽
町
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

過
疎
地
域
を
財
政
的
に
支
援
し
て
き
た
現
行

の
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法（
過
疎
法
）

が
平
成
22
年
３
月
末
を
も
っ
て
失
効
す
る
に
あ

た
り
、
時
代
に
対
応
し
た
新
た
な
過
疎
対
策
の

あ
り
方
等
に
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
、
全
国

の
市
町
村
長
や
自
治
体
職
員
な
ど
約
７
０
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

過
疎
法
と
過
疎
の
現
状

　

こ
れ
ま
で
超
党
派
の
議
員
立
法
と
し
て
、

「
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
（
昭
和
45
年
）
」

「
過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
法
（
昭
和
55
年
）
」

「
過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法（
平
成
２
年
）」

そ
し
て
現
行
の
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
（
平
成
12
年
）
」
と
、
４
次
に
わ
た
る
過
疎

対
策
立
法
を
行
い
、
時
代
に
対
応
し
た
各
般
の

過
疎
対
策
を
こ
れ
ま
で
40
年
に
わ
た
っ
て
展
開

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
過
疎
対
策
の
推
進
に
よ
り
、
公
共

施
設
の
整
備
が
進
み
、
住
民
生
活
の
安
定
に
大

い
に
寄
与
し
、
過
疎
か
ら
脱
却
し
た
地
域
も
存

在
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
国
と
の
比
較

で
は
未
だ
格
差
が
残
さ
れ
、
人
口
減
少
も
再
度

加
速
し
、
著
し
い
高
齢
化
の
進
行
と
あ
わ
せ
て

生
活
の
安
全
・
安
心
に
関
わ
る
新
た
な
問
題
が

生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
過
疎
地
域
の
市
町
村
は
、「
一

部
過
疎
」
や
「
み
な
し
過
疎
」
の
市
町
村
を
含
め

７
３
０
団
体
存
在
し
、
人
口
は
１
，０
０
０
万

人
余
り
と
全
国
の
約
８
％
、
面
積
は
国
土
の

54
％
と
半
分
強
を
占
め
て
い
ま
す
。

基
調
講
演

（
宮
口
侗
廸  

早
稲
田
大
学
教
育
総
合
科
学
学
術
院
長
）

　
「
過
疎
地
域
こ
そ
日
本
の
ふ
る
さ
と
」
で
あ

り
、
都
市
と
過
疎
の
格
差
は
所
得
で
は
な
く
、

価
値
の
格
差
で
あ
る
べ
き
。
美
し
く
風
格
の

あ
る
ま
ち
に
は
、
人
と
人
の
技
が
あ
る
。
田
舎

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
都
市
と
違
う
や
り
方
に
価
値

が
あ
り
、
時
代
に
対
応
し
た
新
た
な
過
疎
対
策

が
必
要
で
あ
る
。
行
政
だ
け
で
な
く
特
定
非
営

利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
や
企
業
な
ど
外

部
の
力
を
集
め
た
「
協
働
」
の
仕
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
提
言
。

ま
た
、
新
た
な
過

疎
法
で
、
集
落
住

民
が
培
っ
て
き

た
生
き
方
の
継

承
を
支
え
る
べ

き
だ
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。
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り
ま
と
め
た
。「
住

民
の
期
待
に
応
え
る

の
が
政
治
の
使
命
で

あ
り
、
過
疎
地
域
こ

そ
、
日
本
の
ふ
る
さ

と
の
原
点
で
あ
る
。

ハ
ー
ド
中
心
か
ら
ソ

フ
ト
事
業
に
シ
フ
ト

し
、
交
通
手
段
や
人

材
を
確
保
す
る
ソ
フ

ト
事
業
、
指
定
要
件

の
範
囲
拡
大
な
ど
を

盛
り
込
み
、
充
実
し

た
過
疎
法
を
目
指
す

も
の
と
し
た
。」
こ

と
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　

過
疎
地
域
は
、「
日

本
の
ふ
る
さ
と
」
と

も
言
え
る
地
域
で
あ

る
と
同
時
に
国
民
全

体
の
安
心
・
安
全
な

生
活
に
寄
与
す
る
地

域
で
も
あ
り
ま
す
。

多
面
的
・
公
益
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
過
疎

地
域
を
将
来
に
亘
っ
て
健
全
な
状
態
で
維
持
し

て
い
く
こ
と
は
、
国
民
全
体
に
課
せ
ら
れ
た
大
き

な
使
命
で
あ
り
、
新
法
の
制
定
、
地
域
外
の
力
を

結
集
し
た「
協
働
」を
通
じ
た
過
疎
地
域
の
存
続
、

振
興
を
参
加
者
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
三
神
万
里
子
氏
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
「
時
代
に
対
応
し
た
新
た
な

過
疎
対
策
」
と
し
て
、
日
本
の
原
風
景
や
文
化
、

文
明
を
育
ん
だ
過
疎
地
域
を
ど
う
守
る
か
を
課

題
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
パ

ネ
リ
ス
ト
の
見
解

は
次
の
と
お
り
。

●		

循
環
型
社
会
、

森
林
保
全
な
ど

都
市
と
地
域
が

支
え
合
う
社
会

づ
く
り
が
大
事
。

【
青
山
佳
世
氏

（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
）】

●		

伝
統
産
業
の
技

や
地
域
資
源
の

発
掘
に
よ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
つ

な
が
り
）
の
助
け

合
い
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
が
重

要
。【
飯
盛
義
徳

氏
（
慶
応
義
塾
大

学
准
教
授
）】

●	

森
林
は
再
生
可
能
な
資
源
。
田
舎
の
日
常
は

都
会
に
非
日
常
で
あ
り
体
験
型
農
業
な
ど
環

境
と
交
流
が
必
要
。【
岩
崎
憲
郎
氏
（
高
知
県

大
豊
町
長
）】

●		

神
事
や
祭
り
の
価
値
感
が
な
く
な
っ
て
い

る
。
未
来
へ
の
投
資
（
新
し
い
住
民
）
や
学

生
の
地
域
支
援
が
必
要
。【
大
西
か
お
り
氏

（
大
杉
自
然
学
校
校
長
）】

●		

行
政
が
集
落
支
援
す
べ
き
。
過
疎
地
に
駐
在

し
少
子
化
対
策
す
べ
き
。
例
え
ば
、
地
方
出

身
の
大
学
生
へ
の
仕
送
り
減
税
な
ど
は
地

域
支
援
と
な
る
。【
中
村
靖
氏
（
長
野
県
信

州
新
町
長
）】

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨

　

主
催
者
で
あ
る
総
務
省
の
椎
川
審
議
官
（
総
務

大
臣
代
理
）
は
、
７
月
に
は
、
条
件
不
利
地
域
の

自
立
促
進
を
大
き
な
柱
と
し
て
、
与
党
に
お
い
て

「
新
過
疎
法
（
仮
称
）
」
制
定
の
基
本
方
向
に
つ
い

て
」
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
骨
太
の
方
針
に
お

い
て
、
新
た
な
過
疎
対
策
の
実
施
を
盛
り
込
ん
だ

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
主
催
県
で
あ
る
村

井
長
野
県
知
事
は
、「
地
域
社
会
の
活
力
が
低
下

し
て
お
り
、
地
域
に
人
が
住
ん
で
い
れ
ば
こ
そ
社

会
が
成
り
立
つ
。
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定

は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。」
自
民
党
過
疎
対
策

特
別
委
員
会
の
玉
澤
委
員
長
は
、
全
国
10
ヶ
所
に

出
向
い
て
対
話
を
実
施
し
、
７
月
上
旬
に
「
新
過

疎
法
（
仮
称
）
制
定
の
基
本
的
な
考
え
方
」
を
と

パネルディスカッションの様子

総務省　椎川審議官玉澤議員 村井長野県知事

研究員レポート


